
鳥取大学農学部附属フィールドサイエンスセンター（FSC）は、実際の農地や森林でのフィールド実習教育や

農学部の教員・学生が行うフィールド研究の場として活用されています。さらに農学部におけるフィールド科学の

FSCあぐりスクール
～ 親子で農作業を体験し、育てて食べよう！ ～

農学部の教員 学生が行うフィ ルド研究の場として活用されています。さらに農学部におけるフィ ルド科学の
情報発信基地としての機能を担い、普及企画部門、生物生産部門、森林部門からなります。
また、 「あぐりスクール」は、 「食農教育」の一環として、「育てて食べよう！」のスローガンで平成19年から開設

されているもので、生物生産部門で栽培する稲、梨、野菜などの農作物について、種まきから収穫、加工、試食
まで一貫して体験できるよう活動を行っています。

 名称 FSCあぐりスクール

取組主体
★

 名称 FSCあぐりスク ル
 所在地 鳥取県鳥取市湖山町南4-101
 代表者 鳥取大学附属ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ

センター長 山名 伸樹
 連絡先 ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ
 電話 0857-31-5600
 F A X 0857-31-5601
 HPアドレス http://muses.muses.tottori-u.ac.jp/facilities/FSC/contents/gaiyou.html 

FSCあぐりスクール

鳥取県

活動の動機・目的

毎月 回 土曜 時から 時ま 年間 回開催 技術職員が梨や野菜 水稲等農作物 生育

大学生の「食」に関する調査結果から、次世代を担う子どもたちが食農教育を体験する必要性を感じ、
大学の農場で実践しています。また、自然に親しみながら児童と保護者が一緒に作物を育て、自分たちが
育てた農作物を料理し食べることで、「食」について 関心を持ってもらう機会を提供しています。

活動の紹介

毎月１回、土曜日の９時から12時まで年間９～10回開催。技術職員が梨や野菜、水稲等農作物の生育

に応じた指導を行っています。また、家族ごとに割り当てられた畑では親子で植え付けから収穫までの農作業
を体験し、加工・試食することで、 自ら世話をした農作物の生長を実感し、喜びを体感します。

うまく刈れるかな

稲の収穫、新米の試食の様子 (平成24年10月13日(土))

稲の刈り取り、結び方の指導

うまくかけられるかなあ～
うれしい～
おいしい～

はぜかけ作業

おいしい～

塩だけで食べます～。なくてもいいよ！



取組内容

★ 地域関係者との連携

FＳCあぐりスクール

★ 体験活動の運営

・ 参加者が農作業、農作物の生育管理等をする時は大学を開放。
・ あぐりスクールの実践を通して、参加した親子に情報提供。

・ 大学開放講座として実施。
・ 子どもと保護者を対象とした活動で、親子で作業を行うことが原則。
・ 家族ごとに、約10㎡の畑を割り当て、それぞれで農作物を栽培し、収穫した農作物は
それぞれの家庭で調理し、試食をする。この畑の作業はいつでもできるように便宜を図っている。

ダイコンの栽培管理

★ 参加費の設定

そ ぞ 庭 調 、試食をす 。 畑 業 う 便 を 。
・ 月１回の体験日には、教職員、学生が作物毎に助言・指導を行う。
・ 作業前、事故防止のための注意事項を徹底している。
・ 農作物の管理等を頑張ってもらうために種苗代は徴収。 畑の雑草等の管理ができれば、
スクールの目的である食農教育が９割方達成となる。
・ スクールの最終日に反省会やアンケート調査を行い、次年度の参考にしている。
・ 母親だけのスクール開催も企画したが、参加者が集まらず親子体験として活動を継続。

将来の夢（目標）

★ 参加者の集め方

参加者からの口コミやホームページ等で参加者を募集。

が農 び 農

参加者から、種苗代と保険料（400～500円）を徴収。

みんなの声

より多くの人が農業を理解し、興味を持って、「食」の大切さを学び、栽培した農作物を食べる
体験を通して、「食を大切にする人」を増やしたい。また、子どもたちが大人になり、食を大切に
する気持ちを持ち続けていて、初めてあぐりスクールを実践した意義があると思っている。

鳥取大学教授 ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽｾﾝﾀー ：中田 昇

（参加者）

・ 子どもたちが、食べ物を大切にしたり、野菜を進んで食べたりするようになった。
（ 30代女性（鳥取市）、小３男、小２女）
・ 活動内容がとても充実していて有難い。 （ 30代女性（岩美町）、小３女）

・ 自分たちで作った野菜が食卓に並ぶことにより、親子の会話が弾む。（ 30代男性（鳥取市）、小４男）
・ スクールは収穫だけでなく、苗植えから水やり、施肥、草取り等すべて自分たちが行うため、作物の生長が
見えて良い。（ 30代女性（鳥取市）、小４男、２歳女）

（参加者）
・ 自分たちの畑の野菜が今どうなっているか。水やり、草取り等が気になるようになった。（小４女）

（スタッフ）
・ 安全面には細心の注意を払っている。また、作業中に作物の豆知識を提供し、
参加者が飽きることなく楽しく活動できるよう工夫している。
・ 収穫する時の子どもたちの喜ぶ姿を見ると、活動を行った甲斐がある。

活動内容がとても充実して て有難 。 （ 代女性（岩美町）、小 女）
・ 雑草を取らないと野菜が育たないことに気づき、進んで雑草を取るようになった。
また、食について関心が高まった。 （ 30代女性（鳥取市）、小３女）


